
第９期（2023-2024年度）

「選挙特殊研究」の取り組みについて

2025年1月20日 明るい選挙推進委員会後期教養講座

武蔵野大学法学部政治学科    
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武蔵野大学法学部政治学科の「選挙特殊研究」

2014年に江東区選挙管理委員会と選挙連携事業の協定を締結し

若者への選挙啓発や政治教育の影響を実証的に分析する研究・

教育一体型のプロジェクトを推進

→ 23区初の試み
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【第９期（2023-2024年度）選挙特殊研究】

  期間 2023年９月～2025年３月

  対象学年 政治学科 ２年生・３年生

  担当教員

    法学部政治学科 専任講師  山崎 新 （選挙分析）

                            同 教授    一條 義治 （地方自治）

□ 授業で取り組んできたこと

 １）文献講読

  『何が投票率を高めるのか』
   (有斐閣 2023年8月発行）

 他に担当教員が執筆した論文等
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□ 授業で取り組んできたこと

  ２ 選挙や地方議会についてゲストスピーカーの講演
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３ 江東区役所での「定例会」や「出前授業」への参加
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４ 「投票済証」や「新有権者はがき」のデザイン案の作成と提案
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５ 選挙事務の体験～区長選挙
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５ 選挙事務の体験～都知事・衆院選
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６  グループによる研究と報告の取りまとめ

  グループ１  〈 有権者研究チーム 〉

    「江東区有権者調査

     ～江東区の地域ごとにおける投票率の中身」

  グループ２ 〈 候補者研究チーム 〉

    「2023年度江東区長選分析

     〜他自治体との比較からみえる傾向」

  グループ３ 〈 アンケート調査チーム 〉

     「新有権者の投票行動

     〜新有権者はがきのデータをもとに」
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